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1.はじめに

近年､自動車の動力性能･安全性能の向上に

伴一)て､消費者は自動車室内の｢快適性｣とい

う付))HIl肘掛こ注uLている｡特に､自動車シー

トの｢座り心地｣は｢快適性｣評価の重要な評

価ファクターの一つである｡そのため､シ-ト

の｢座F)心地｣を支配する因子の定量化を試み

た研究は数多く見られる｡しかし､シートの｢座

り心地｣をシ-卜の+ll,fl戒要素である表皮素材､

クッシ二]ン部材などより定量的に設計する手法

について検.討した研究は見られない｡

そこで､本研究ではシートの構成要素である

表皮素材に対する｢手触り感｣.ならびにこれら

の表皮素材を用いたスポーティタイプシート(形

状及び構造は同一-)の｢座り心地｣を被験者に

触党だけで.洞piさせた｡そして､表皮素材だけ

が匹なるシートの｢座り心地｣がどのような形

容イメージとして表現されるかについてLl子分

析を用いて解析した｡さらに､表皮素材の物理

量､ならびに着座中の被験者とシート間の体圧

分布EL主を測定し､表皮素材の物理量､体圧分布

iI･_:と｢座り心地｣官能臼との対応関係を検討し

た｡

2.試料及び実政方法

(1)試料

本実験では､シート形状及び構造が同一一で表

皮素材(本革､織物3種類､編物3種類)だけ

が蝶なる7種類のスポーティタイプシートを用

いた｡それぞれの表皮素材の粗描及び素材の詳

細を表1に示すo

(うtl

Table I Details or top coatPd materlals

Coattld CLoLh Fiber Yarn

Sample Conslruclion Conlpnt t1uunt

Leather

Fabric IWoquette P: Polycster　　　22/2ゝ

G: P()lyL,Ster/Ralon　30/'2b

We: Po恒ster/Ray()∩ 30//2s

Knlt Double P: PolyL･SIL,r lOOd

RasehC1　G: PolyLtSter loud

Knlt TriM P: Pl)恒,tu(･r l川∴T)(J

G: PO恒stL-r

Fab両　PlaJn G: Poll･し･StL,r m0∴粥川d

恥: Pot)し～StL･r　　　200∴肌d

Fabrle Plain G: Pollester　　150/4d

We: Polyester　　　20s

Knit Jersey We: Polyester　　150/LJd

P:Pl】p Yarn, G:Ground Warp Yarn.恥.:Wprt Yarn

(2) ｢座り心地｣の官能評価方法

7種類のシートより2種類ずつ組み合わせた

2 1対のシートのqlより1対のシ-卜をランダ

ムに選択し､それぞれへ被験音1 5号′Tを拙卒さ

せ､一一･対比較法で｢座り心地｣に関連する1二

種類の形容語(かたい､なめらかな､スポーテ

ィな､あたたかい.ボリューム感のある､高級

な､弾ノJ感のある､蒸れ感のある､

ホールド感のある(座･背もたれ)､仕迫感のあ

る(座･背もたれ))について触党だけで判定さ

せた｡なお､本研究では､逆転座席を想定して

いるので座席以外にハンドルとヘダルを設定し､

座席の座面角度は1 0し､背もたれflJJ夏は2 〔)



とした｡

また､これらのシートに用いた表皮素材の｢手

触り感｣に関連する8種類の形容語についても､

被験者に一一対比較法により触覚だけで評価させ

たo

(3)表皮素材の物理量及び体圧分布量のifu走

去皮素材の厚さ､垂是､保温性､力学的特性

(圧縮､ r111げ､引張り､摩擦特性)､通気性を測

定したo　また､着座中の人体とシート座部及び

膏もたれ都岡の体圧分布量(接触面積及び圧力)

はセンサシ-卜(BIGMAT､ニッタ製)を

用いて測定した0

3.実験結果及び考察
日)表皮素材及びシートの官能検査結果

｢手触り感｣に関連する8種類の形容語につ

いて各表皮素材の平均噂好度を求めた｡そして､

これらの形容語の平均噂好度に因子分析を適用

した結果､ ｢高級感､スポーティ感｣､ ｢摩擦､冷

混感｣が抑州された｡また､同様にして各形容

語に対するシートの平均惰好度を求め因子分析

を行った結果､シートの｢座り心地｣は｢高級

感､スポーティ感｣､ ｢摩擦､冷混感｣で表され

た.

(2)表皮素材の物押遣とシートの｢座り心地｣間

の相関関係

表皮素材の物瑚追と被験者が評価したシート

の｢座り心地｣に関連する形容語｢高級感｣, ｢ス

ポーティ感｣､ ｢なめらかさ｣､ ｢あたたかさ｣と

の相関関係を図1に示す｡図1において､実線

は止の相関､点線は負の相関を示す｡

図1より､シートの｢高級感｣は表皮素材の

熱伝導率､動摩擦係数､摩擦係数の変動と､ ｢ス

ポーティ感｣は曲げ硬さ､動摩擦係数､熱伝導

率と､ ｢なめらかさ｣と｢あたたかさ｣は温度特

件(接触冷温感､保温性)と相関がみられた｡

4.結論

(1)表皮素材の｢手触り感｣に関連する形容語と

シ-卜について評価した同一-形容語間には高

い相関がみられた｡

(2)構造及び形状が同一一一で表皮素材だけが異なる

スポーティタイプ･シ-トの｢座り心地｣は

6｣

｢高級感.スポーティ感｣､ ｢摩擦.冷温感｣

で表された｡

(3)表皮素材の各物理量と人間が評価したシーート

の｢高級感｣､ ｢スポーティ感｣､ ｢摩擦｣, ｢冷

温感｣には相関がみられ､表皮素材の物即量

からシートの｢座り心地｣を予測することは

可能である｡

Flg.1 Relation bclwcen physICal pr()pcrtl(ll

0f top coated malcrials and "sporll‥


